
令
和
時
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女
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学
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―
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迎
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９
４
８
年
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改
革
に
よ
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が
希
望
す
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に
入
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で
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る
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な
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、
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の
時
間
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し
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し
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。
現
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、
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歳
女
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の
大
学
進
学
率
は
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％
ま
で
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昇
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、
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が
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ダ
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プ
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４
６
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８
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Ｇ
７
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、
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を
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置
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な
ど
の
新
た
な
取
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組
み
も
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が
っ
て

い
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す
が
、
２
０
０
０
年
代
以
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は
共
学
化
す
る
女
子
大
学
が
増

堀 啓二 共立女子大学学長

竹安 栄子 京都女子大学学長
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加
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
海
外
で
も
こ
の
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。
現
在
、
日
本
に
は
８
１
０
大
学
の
う
ち
約
１
割
の
73
校

の
女
子
大
学
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
に
女

子
大
学
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

す
が
、
一
方
に
お
い
て
女
子
大
学
は
大
き
な
変
化
の
時
期
に
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
座
談
会
で
は
、
令
和
時
代
の
女
子

大
学
の
役
割
と
可
能
性
を
テ
ー
マ
に
、
女
子
大
学
の
展
望
に
つ
い

て
先
生
方
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
に
各
大
学

の
創
立
の
趣
旨
や
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

堀

　本
学
は
、
１
８
８
６
年
に
女
性
の
自
立
と
自
活
を
目
指
し
て

知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
る
共
立
女
子
職
業
学
校
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。「
共
立
」
の
校
名
は
、
創
立
に
携
わ
っ
た
34
名
に
よ
っ
て

共
同
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
１
９
４
９
年
に
共
立
女

子
大
学
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、
女
性
の
自
立
と

自
活
と
い
う
建
学
の
精
神
は
現
在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
家
政
学
部
、
文
芸
学
部
、
国
際
学
部
、
看
護
学
部
、

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
、
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
計
６
学
部
と
短
大
２

科
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
約
６
千
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

高
橋（
享
）
　本
学
の
創
設
者
は
、
旧
教
育
制
度
で
学
校
教
育
を
監

督
・
指
導
す
る
兵
庫
県
首
席
視
学
の
任
に
就
い
て
い
た
公
江
喜
市

こ
う 

え  

き 

い
ち

16

郎
で
す
。
公
江
は
１
９
３
１
年
に
欧
米
の
教
育
機
関
視
察
に
出
向

き
、イ
ギ
リ
ス
私
学
の
先
進
的
な
全
人
教
育
に
感
銘
を
受
け
、
日
本

に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
に
道
を
開
く
べ
く
、
私
学
経
営
を
決
意

し
ま
し
た
。
１
９
３
９
年
に
自
ら
武
庫
川
学
院
を
創
設
し
、
武
庫

川
高
等
女
学
校
を
開
校
。
戦
後
、
い
ち
早
く
新
制
大
学
の
武
庫
川

学
院
女
子
大
学
を
開
学
し
ま
し
た
。
学
院
創
設
85
年
の
今
、
理
系

か
ら
文
系
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
に
至
る
12
学
部
20
学
科
を
擁
す
る

大
学
を
中
心
に
、
大
学
院
、
短
大
、
中
学
校
・
高
等
学
校
を
は
じ

め
、
幼
稚
園
、
保
育
園
を
有
す
る
一
大
総
合
学
園
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
分
校
を
持
つ
数
少
な
い
大
学
で
も
あ
り
ま
す
。

女
性
自
ら
が

女
子
高
等
教
育
の
道
を
切
り
拓
く

竹
安

　本
学
の
前
身
で
あ
る
京
都
女
子
高
等
専
門
学
校
は
、
１
９

２
０
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
に
尽
力
し
た
の
が
、甲
斐
和
里

子
、
大
谷
籌
子
、
九
條
武
子
の
３
人
の
女
性
と
、
30
万
人
の
仏
教

婦
人
会
の
会
員
で
す
。
仏
教
精
神
に
基
づ
く
女
子
教
育
の
実
践
を

進
め
る
中
で
、
大
谷
籌
子
と
九
條
武
子
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察

は
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
帰
国
直
後
に
亡
く

か

　い

　わ

　り

こ

お
お
た
に
か
ず 

こ   

た
け 

こ   

く
じ
ょ
う

ろ
う
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な
っ
た
大
谷
籌
子
の
一
周
忌
を
期
し
て
、
九
條
武
子
は
「
女
子
大

学
設
立
趣
意
書
」
を
仏
教
婦
人
会
に
公
表
し
、
30
万
人
の
仏
教
婦

人
会
の
会
員
が
募
金
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
大
学

を
名
乗
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
４
９
年
に
新

制
大
学
と
し
て
京
都
女
子
大
学
に
名
称
を
改
め
、
家
政
学
部
と
文

学
部
の
２
学
部
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
文
学
部
、
発

達
教
育
学
部
、
家
政
学
部
、
現
代
社
会
学
部
、
法
学
部
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
を
設
置
、
さ
ら
に
２
０
２
４
年
に
心
理
共
生
学

部
を
開
設
し
、
総
合
的
な
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２

０
２
７
年
に
は
農
学
系
の
学
部
新
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

髙
橋（
裕
）
　本
学
の
創
設
者
で
あ
る
津
田
梅
子
は
、
６
歳
で
ア
メ

リ
カ
に
留
学
し
、
約
11
年
間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
帰
国

し
た
梅
子
は
当
時
の
日
本
の
現
状
に
大
き
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
帰
国
後
は
官
立
の
華
族
女
学
校
の
教
授
（
補
）

を
務
め
ま
す
が
、
24
歳
の
時
に
再
度
渡
米
し
て
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学

に
留
学
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
教
育
を
経
験
し
て
感
銘
を

受
け
た
梅
子
は
、
在
学
中
に
募
金
活
動
を
行
い
、
日
本
女
性
が
ブ

リ
ン
マ
ー
大
学
で
学
べ
る
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
帰
国

し
た
梅
子
は
、１
９
０
０
年
に
本
学
の
前
身
で
あ
る
女
子
英
学
塾
を

開
校
し
ま
し
た
。
開
校
式
の
式
辞
で
、
梅
子
は
「
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
ウ
ィ
メ
ン
」
を
育
成
し
た
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
当
時
、
女
性

は
旧
制
高
校
、
帝
国
大
学
に
進
学
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
梅
子

に
は
、
教
養
教
育
と
専
門
教
育
を
学
び
、
男
性
と
同
等
の
実
力
を

身
に
付
け
た
女
性
を
育
成
し
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。

１
９
４
８
年
に
は
、
新
制
大
学
の
津
田
塾
大
学
と
な
り
、
現
在
は

学
芸
学
部
と
総
合
政
策
学
部
の
２
学
部
体
制
で
す
が
、
２
０
２
８ 堀 啓二氏

18

年
に
は
現
在
の
数
学
科
、
情
報
科
学
科
を
再
編
し
、
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
の
学
部
新
設
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

現
代
に
も
通
じ
る

セ
ブ
ン・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
指
摘
し
た
ポ
イ
ン
ト

大
谷

　各
大
学
そ
れ
ぞ
れ
に
長
い
歴
史
が
あ
り
、
女
子
教
育
に
対

す
る
高
邁
な
理
念
の
下
に
開
校
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
は
、
い
ず
れ
も
19
世
紀
創
設
の
セ
ブ
ン
・
シ
ス

タ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
名
門
女
子
大
学
群
が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
６

０
年
代
当
時
に
指
摘
さ
れ
た
女
子
大
学
の
存
在
意
義
と
し
て
、
女

性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
で
き
る
環
境
整
備
、
ロ
ー
ル
・
モ

デ
ル
の
提
供
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
代
に
も
通
じ
る
指
摘

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
各
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

堀

　本
学
は
職
業
学
校
と
し
て
開
校
し
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
が

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
実
学
を
学
び
の
中
心
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
で

す
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
共
立
」
と
称
し
て
い
ま
す
が
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
っ
て
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
は
な
く
、
他
者
と

協
力
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
能
力
を
発
揮
し
て
い
く
全
員
発
揮
型

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
内
容

を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
教
員
も
教
授
法
を
こ
れ
ま
で
と
は
大
き

く
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
非
常
勤
の
先
生
方
も
含
め
て
、
教

員
、
職
員
の
意
識
改
革
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
に

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
中
で
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
Ｌ
Ａ
）
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
べ
く
、
育
成
科
目
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ａ
は
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
的
存
在
と
し
て
、
授
業

内
・
外
で
後
輩
の
支
援
に
当
た
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
Ｌ
Ａ
経
験

を
積
ん
だ
学
生
た
ち
が
力
を
付
け
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
男
性
の
学
長
で
す
が
、
今

後
、
学
内
の
要
職
に
女
性
の
登
用
を
広
げ
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

竹
安

　本
学
の
創
設
に
情
熱
を
燃
や
し
た
大
谷
籌
子
は
、
当
初
か

ら
「
男
女
平
等
機
会
均
等
」
な
社
会
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
１
０
０
年
以
上
経
過
し
た
現
代
に
お
い
て

も
、
世
界
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が
日
本
は
最
低
レ

ベ
ル
に
あ
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
格
差
を
解
消
で
き
な
い

理
由
の
一
つ
に
、
変
わ
ら
な
い
・
変
わ
れ
な
い
社
会
だ
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
た
ち
に
は
、
第
三
者
的
な
意
識
で
は
な

こ
う
ま
い
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年
に
は
現
在
の
数
学
科
、
情
報
科
学
科
を
再
編
し
、
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
の
学
部
新
設
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

現
代
に
も
通
じ
る

セ
ブ
ン・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
指
摘
し
た
ポ
イ
ン
ト

大
谷

　各
大
学
そ
れ
ぞ
れ
に
長
い
歴
史
が
あ
り
、
女
子
教
育
に
対

す
る
高
邁
な
理
念
の
下
に
開
校
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
は
、
い
ず
れ
も
19
世
紀
創
設
の
セ
ブ
ン
・
シ
ス

タ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
名
門
女
子
大
学
群
が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
６

０
年
代
当
時
に
指
摘
さ
れ
た
女
子
大
学
の
存
在
意
義
と
し
て
、
女

性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
で
き
る
環
境
整
備
、
ロ
ー
ル
・
モ

デ
ル
の
提
供
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
代
に
も
通
じ
る
指
摘

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
各
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

堀

　本
学
は
職
業
学
校
と
し
て
開
校
し
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
が

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
実
学
を
学
び
の
中
心
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
で

す
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
共
立
」
と
称
し
て
い
ま
す
が
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
っ
て
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
は
な
く
、
他
者
と

協
力
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
能
力
を
発
揮
し
て
い
く
全
員
発
揮
型

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
内
容

を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
教
員
も
教
授
法
を
こ
れ
ま
で
と
は
大
き

く
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
非
常
勤
の
先
生
方
も
含
め
て
、
教

員
、
職
員
の
意
識
改
革
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
に

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
中
で
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
Ｌ
Ａ
）
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
べ
く
、
育
成
科
目
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ａ
は
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
的
存
在
と
し
て
、
授
業

内
・
外
で
後
輩
の
支
援
に
当
た
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
Ｌ
Ａ
経
験

を
積
ん
だ
学
生
た
ち
が
力
を
付
け
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
男
性
の
学
長
で
す
が
、
今

後
、
学
内
の
要
職
に
女
性
の
登
用
を
広
げ
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

竹
安

　本
学
の
創
設
に
情
熱
を
燃
や
し
た
大
谷
籌
子
は
、
当
初
か

ら
「
男
女
平
等
機
会
均
等
」
な
社
会
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
１
０
０
年
以
上
経
過
し
た
現
代
に
お
い
て

も
、
世
界
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が
日
本
は
最
低
レ

ベ
ル
に
あ
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
格
差
を
解
消
で
き
な
い

理
由
の
一
つ
に
、
変
わ
ら
な
い
・
変
わ
れ
な
い
社
会
だ
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
た
ち
に
は
、
第
三
者
的
な
意
識
で
は
な

こ
う
ま
い
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く
、
変
え
て
い
く
の
は
あ
な
た
方
自
身
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
教
育
を
通
し
て
明
確
に
打
ち
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
私
が
学
長
に
就
任
し
た
２
０
２
０
年
に
は
、「
第
２
次
グ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
貢
献
で
き

る
女
性
の
養
成
」
を
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
入
学
式
の

式
辞
で
は
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
現
実
を
ス
ラ
イ
ド

で
学
生
た
ち
に
示
し
、
入
学
し
た
時
点
か
ら
自
分
た
ち
が
日
本
の

将
来
を
変
え
、
担
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
し
っ
か

り
と
大
学
生
活
を
送
る
よ
う
話
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
課

程
の
中
で
は
、
全
学
共
通
領
域
の
中
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
科
目
を
お
き
、

専
門
教
育
と
は
別
の
形
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋（
享
）
　本
学
は
創
設
当
初
か
ら
「
実
学
」
を
重
ん
じ
、
時
代

に
合
わ
せ
て
女
性
が
社
会
で
活
躍
で
き
る
分
野
に
学
び
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
教
員
・
保
育
士
養
成
を
は
じ
め
、
管

理
栄
養
士
、
看
護
師
、
薬
剤
師
養
成
等
、
資
格
取
得
に
高
い
実
績

が
あ
り
、
心
理
、
社
会
福
祉
な
ど
の
人
材
育
成
に
も
定
評
が
あ
り

ま
す
。
２
０
０
６
年
に
は
女
子
大
学
初
の
建
築
学
科
を
開
設
し
、

２
０
２
０
年
に
こ
れ
を
学
部
化
し
ま
し
た
。
修
士
課
程
ま
で
の
６

年
一
貫
教
育
で
世
界
水
準
の
建
築
家
教
育
を
展
開
し
て
お
り
、
８

割
近
く
の
学
生
が
修
士
課
程
に
進
学
。
一
級
建
築
士
も
数
多
く
輩

出
し
、
卒
業
生
は
建
築
業
界
の
ト
ッ
プ
企
業
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
社
会
進
出
を
拡
大
す
る
上
で
の
一
つ
の
成
功
例
だ
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

同
じ
２
０
２
０
年
に
開
設
し
た
経
営
学
部
は
、
資
格
で
は
な
く

社
会
と
つ
な
が
る
実
践
的
な
学
び
に
主
軸
を
置
き
、
２
０
２
４
年

３
月
に
卒
業
し
た
一
期
生
は
１
０
０
％
の
就
職
率
を
実
現
し
ま
し

竹安 栄子氏
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た
。
こ
れ
ら
は
企
業
が
い
か
に
女
性
の
力
を
求
め
て
い
る
か
の
証

左
で
す
。

ま
た
本
学
は
昨
年
、
文
部
科
学
省
の
令
和
５
年
度
科
学
技
術
人

材
育
成
費
補
助
事
業
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
環
境
実
現
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
（
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
型
）」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
活
用
し
て
、
博
士
課
程
の
学
生
を
対
象
に
し
た
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
女
性
研
究
者
の
裾
野
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

髙
橋（
裕
）
　本
学
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
変
革
を
担
う
、
女
性
で
あ
る

こ
と
」
で
す
が
、
創
設
者
の
津
田
梅
子
が
、
女
性
た
ち
に
教
養
教

育
と
専
門
教
育
両
方
を
提
供
し
、
経
済
的
な
自
立
を
と
考
え
た
教

育
理
念
自
体
が
、
変
革
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
私
は
本
学
の
11
代
目
学
長
に
な
り
ま
す
が
、
歴
代
学
長
の
う

ち
10
名
が
女
性
で
す
。
梅
子
は
開
校
前
か
ら
後
継
者
と
な
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
意
志
が
現
在

ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。
少
し
話
が
そ
れ
ま
す
が
、
か
つ

て
は
男
性
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
高
等
教
育
を
女
性
に
門
戸
を
開

い
た
こ
と
で
、
男
性
と
女
性
が
共
に
学
ぶ
「
共
学
」
と
い
う
形
が

生
ま
れ
た
、
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
高
等
教
育
の
現

場
に
お
い
て
、
知
の
生
産
を
す
る
側
に
、
さ
ら
に
は
大
学
執
行
部

層
に
何
％
く
ら
い
女
性
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
は
、
日
本
の
大
学
は
ま
だ
ま
だ
真
髄
ま
で
共
学
化
し
た
と
は
言

い
難
い
現
状
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先

ほ
ど
竹
安
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
入
学
式
の
式
辞
を

行
う
と
き
、
壇
上
に
座
る
先
生
方
に
女
性
は
ど
の
程
度
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。
目
に
見
え
る
形
で
、
大
学
に
お
け
る
女
性
の
管
理
職高橋 享子氏
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た
。
こ
れ
ら
は
企
業
が
い
か
に
女
性
の
力
を
求
め
て
い
る
か
の
証

左
で
す
。

ま
た
本
学
は
昨
年
、
文
部
科
学
省
の
令
和
５
年
度
科
学
技
術
人

材
育
成
費
補
助
事
業
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
環
境
実
現
イ
ニ
シ

ア
テ
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ブ
（
女
性
リ
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ー
育
成
型
）」
に
採
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さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
活
用
し
て
、
博
士
課
程
の
学
生
を
対
象
に
し
た
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
女
性
研
究
者
の
裾
野
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

髙
橋（
裕
）
　本
学
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
変
革
を
担
う
、
女
性
で
あ
る

こ
と
」
で
す
が
、
創
設
者
の
津
田
梅
子
が
、
女
性
た
ち
に
教
養
教

育
と
専
門
教
育
両
方
を
提
供
し
、
経
済
的
な
自
立
を
と
考
え
た
教

育
理
念
自
体
が
、
変
革
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
私
は
本
学
の
11
代
目
学
長
に
な
り
ま
す
が
、
歴
代
学
長
の
う

ち
10
名
が
女
性
で
す
。
梅
子
は
開
校
前
か
ら
後
継
者
と
な
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
意
志
が
現
在

ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。
少
し
話
が
そ
れ
ま
す
が
、
か
つ

て
は
男
性
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
高
等
教
育
を
女
性
に
門
戸
を
開

い
た
こ
と
で
、
男
性
と
女
性
が
共
に
学
ぶ
「
共
学
」
と
い
う
形
が

生
ま
れ
た
、
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
高
等
教
育
の
現

場
に
お
い
て
、
知
の
生
産
を
す
る
側
に
、
さ
ら
に
は
大
学
執
行
部

層
に
何
％
く
ら
い
女
性
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
は
、
日
本
の
大
学
は
ま
だ
ま
だ
真
髄
ま
で
共
学
化
し
た
と
は
言

い
難
い
現
状
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先

ほ
ど
竹
安
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
入
学
式
の
式
辞
を

行
う
と
き
、
壇
上
に
座
る
先
生
方
に
女
性
は
ど
の
程
度
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。
目
に
見
え
る
形
で
、
大
学
に
お
け
る
女
性
の
管
理
職高橋 享子氏
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や
執
行
部
へ
の
門
戸
は
十
分
に
開
か
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

「
共
に
」
学
問
を
し
、
高
等
教
育
機
関
を
「
共
に
」
マ
ネ
ッ
ジ
す
る

よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
真
の
「
共
学
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
女
性
の
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
を
示
し
て
大
学
の
風
景
を

変
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

元
に
戻
り
ま
し
て
、
本
学
で
は
１
９
４
３
年
に
理
科
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
英
語
が

敵
性
語
と
な
り
、
英
語
を
学
ぶ
志
願
者
が
激
減
し
た
影
響
が
あ
り

ま
し
た
。
存
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
津
田
英
学
塾
に
理
科
を
加
え
て

津
田
塾
専
門
学
校
と
し
た
の
で
す
。
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
の
一
文
の
「
逆
境
を
、
創
造
を
灯
す
光
に
」
し
た
好
事

例
で
す
。
早
く
か
ら
理
科
を
創
設
し
、
80
年
に
わ
た
り
理
系
女
性

の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
６
３
年
に
は
修
士
課
程
を
、
続
い
て
博
士

課
程
も
早
期
に
設
置
す
る
な
ど
、
女
性
研
究
者
の
育
成
に
も
尽
力

し
ま
し
た
。
大
学
院
教
育
は
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
高
度
か
つ

専
門
的
職
業
人
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
な
っ
て
い
く
た
め
に

も
重
要
で
す
。
今
後
は
４
年
間
の
学
部
教
育
だ
け
で
は
十
分
で
は

な
く
、
大
学
院
教
育
の
必
要
性
を
学
生
た
ち
に
も
伝
え
、
進
学
率

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
ま
る
大
学
院
の
重
要
性

大
谷

　女
性
の
社
会
進
出
の
推
進
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
な
ど
、
女
子
大
学
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
が
各
大
学
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
大
学
院
進

学
率
、
理
工
系
分
野
の
人
材
養
成
と
い
っ
た
、
女
性
に
限
ら
な
い
、

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
等
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状

況
を
解
決
す
る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

髙
橋（
裕
）
　ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
言
い
ま
す
と
、
日
本
は
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世
界
に
お
い
て
、
識
字
率
１
位
、
中
等
教
育
の
就
学
率
１
位
と
い

う
位
置
に
あ
り
ま
す
が
、
高
等
教
育
の
就
学
率
に
な
る
と
１
０
７

位
ま
で
一
気
に
落
ち
込
み
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｇ
７
の
中
で
、
性
別

を
問
わ
ず
、
大
学
院
の
学
位
取
得
者
数
が
最
も
低
い
の
が
日
本
な

の
で
す
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、
高
等
教
育
を
４
年
間
の

学
士
課
程
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
大
学
院
へ
の
進
学
ま
で

含
め
て
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
修
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
の
男
女
比
を
見
る
と
、
30

ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
差
が
生
じ

て
い
る
理
由
を
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
学

院
の
重
要
性
を
女
子
学
生
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
世
界
の
先
進
諸
国
で
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
諭
に

な
る
に
も
修
士
が
必
要
で
す
。
国
連
で
働
く
に
も
修
士
が
必
要
で

す
し
、
博
士
を
取
得
し
て
企
業
で
働
い
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

そ
う
し
た
事
実
を
伝
え
つ
つ
、
大
学
院
の
重
要
性
を
女
子
学
生
た

ち
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
れ
が
、
女
子
の
大
学
院
進
学
率

の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
橋（
享
）
　本
学
が
修
士
課
程
を
開
設
し
て
大
学
院
教
育
に
乗
り

出
し
た
の
は
１
９
６
６
年
で
す
。
１
９
８
９
年
に
博
士
後
期
課
程

を
開
設
し
、
現
在
は
８
研
究
科
を
有
し
ま
す
。

近
年
は
社
会
人
大
学
院
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
私
の
専
門
領
域

で
は
、
管
理
栄
養
士
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

く
、
現
場
で
経
験
を
積
ん
だ
社
会
人
が
修
士
課
程
、
さ
ら
に
は
博

士
課
程
ま
で
進
学
し
、
再
び
現
場
に
戻
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
管
理
栄
養
士
の
資
格
取
得
に
修
士
課
程
ま
で
学

ぶ
こ
と
が
必
須
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
影
響
が
日
本
に
も

髙橋 裕子氏
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世
界
に
お
い
て
、
識
字
率
１
位
、
中
等
教
育
の
就
学
率
１
位
と
い

う
位
置
に
あ
り
ま
す
が
、
高
等
教
育
の
就
学
率
に
な
る
と
１
０
７

位
ま
で
一
気
に
落
ち
込
み
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｇ
７
の
中
で
、
性
別

を
問
わ
ず
、
大
学
院
の
学
位
取
得
者
数
が
最
も
低
い
の
が
日
本
な

の
で
す
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、
高
等
教
育
を
４
年
間
の

学
士
課
程
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
大
学
院
へ
の
進
学
ま
で

含
め
て
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
修
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
の
男
女
比
を
見
る
と
、
30

ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
差
が
生
じ

て
い
る
理
由
を
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
学

院
の
重
要
性
を
女
子
学
生
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
世
界
の
先
進
諸
国
で
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
諭
に

な
る
に
も
修
士
が
必
要
で
す
。
国
連
で
働
く
に
も
修
士
が
必
要
で

す
し
、
博
士
を
取
得
し
て
企
業
で
働
い
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

そ
う
し
た
事
実
を
伝
え
つ
つ
、
大
学
院
の
重
要
性
を
女
子
学
生
た

ち
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
れ
が
、
女
子
の
大
学
院
進
学
率

の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
橋（
享
）
　本
学
が
修
士
課
程
を
開
設
し
て
大
学
院
教
育
に
乗
り

出
し
た
の
は
１
９
６
６
年
で
す
。
１
９
８
９
年
に
博
士
後
期
課
程

を
開
設
し
、
現
在
は
８
研
究
科
を
有
し
ま
す
。

近
年
は
社
会
人
大
学
院
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
私
の
専
門
領
域

で
は
、
管
理
栄
養
士
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

く
、
現
場
で
経
験
を
積
ん
だ
社
会
人
が
修
士
課
程
、
さ
ら
に
は
博

士
課
程
ま
で
進
学
し
、
再
び
現
場
に
戻
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
管
理
栄
養
士
の
資
格
取
得
に
修
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課
程
ま
で
学
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と
が
必
須
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っ
た
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と
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あ
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そ
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影
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日
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に
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波
及
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
う
し
た

社
会
人
大
学
院
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
女
子
大
学

の
使
命
だ
と
考
え
ま
す
。

修
士
・
博
士
課
程
進
学
を
念
頭
に
新
学
部
開
設

人
生
１
０
０
年
時
代
を
切
り
拓
く

高
橋（
享
）
　本
学
は
１
９
６
２
年
に
全
国
の
女
子
大
学
に
先
駆
け

て
薬
学
部
を
設
置
す
る
な
ど
、
理
系
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
４
月
に
は
、
女
子
大
学
初
の
環
境
共
生

学
部
を
開
設
し
ま
す
。
危
急
の
課
題
で
あ
る
環
境
問
題
に
対
し
、

理
系
文
系
を
問
わ
ず
、
新
し
い
視
点
で
挑
む
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
少
人
数
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
軸

に
進
行
す
る
学
び
に
特
長
が
あ
り
ま
す
。

環
境
共
生
学
部
の
開
設
に
よ
り
、
本
学
は
13
学
部
21
学
科
と
な

り
ま
す
。
学
生
た
ち
に
本
学
を
選
ん
だ
理
由
を
聞
く
と
、
女
子
大

学
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
い
学
生
が
比
較
的
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
女
子
大
学
だ
か
ら
で
は
な
く
、
学
び
た
い
こ
と
を

学
べ
る
か
ら
進
学
し
た
と
。
こ
れ
は
、
本
学
が
時
代
と
と
も
に
女

子
学
生
が
学
び
た
い
専
門
分
野
を
増
や
し
て
き
た
成
果
だ
と
思
い

ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
受
験
生
全
体
の
数
が
減
少
し

て
い
る
中
、「
女
子
大
学
で
あ
る
」
こ
と
は
必
ず
し
も
大
学
の
特
色

に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
大
学
と
し
て
の
独
自
性
を
し
っ
か
り
と

打
ち
出
す
た
め
に
、
教
育
改
革
だ
け
で
な
く
、
教
員
の
意
識
改
革
、

研
究
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
等
教
育
が
お
か
れ
た
環
境
変
化
を
意
識

理
系
学
部
の
設
置
を
構
想

堀

　本
学
は
女
性
の
自
立
と
自
活
を
後
押
し
し
て
き
た
大
学
だ
け

あ
っ
て
、
早
く
社
会
に
出
て
活
躍
し
た
い
と
い
う
学
生
が
非
常
に
多

い
で
す
。
そ
の
中
で
も
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
修
士
課
程
・
博
士
課
程
の
学
生
を
対
象
に
、
就
業
・
介

護
・
出
産
・
育
児
等
の
理
由
に
よ
り
標
準
の
修
業
年
限
で
修
了
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
在
学
期
間
を
延
長
し
、
授
業
料
を
分
割

納
入
で
き
る
長
期
履
修
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、
学
生
が
安
心
し

て
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
理
系
分
野
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
２
０
３
１
年
を
め
ど
に
情
報
系
学
部
の
新
設
を
構
想
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
他
に
も
近
年
、
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
、
建
築
・
デ

ザ
イ
ン
学
部
な
ど
を
新
設
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
に
よ
り
さ
ま

24

ざ
ま
な
仕
事
に
お
い
て
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
中
、
社

会
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
な
が
ら
改
革
を
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
特
に
教
員
の
意
識
改

革
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
女
子
大
学
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
等
教
育
が
お
か
れ
た
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
着
任
し
た
教
員
の
皆
さ
ん
へ
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
大
学
と
し
て
、
ま
た
学
長
で
あ
る
私
自
身

の
所
信
表
明
を
行
い
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
意
識

改
革
へ
の
機
運
を
醸
成
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

竹
安

　堀
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
、
教
員
の
意
識
改
革
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
は
私
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
学
長
に
な
っ
て
か
ら
こ
の

点
を
ど
う
変
え
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
教
員

の
意
識
改
革
を
す
る
よ
り
も
、
学
生
の
意
識
改
革
を
し
た
方
が
早

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
学
で
は
、
社

会
に
お
い
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

そ
の
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
が
少
な
い
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、２

０
２
３
年
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で
女
性
人
材
を
増
や
し
、
女
性
の
幸
福
に

資
す
る
学
び
が
で
き
る
学
部
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
７
年
に
は
農
学
系
の
学
部
を
新
設
す
る
構
想
を
進
め
て
い

ま
す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
も
農
学
系
の
学
部
も
一
定
数
が

修
士
ま
で
進
学
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
設
置
・
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
本
学
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
大

学
院
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
受
講
生
も
出
て
い
ま
す
。
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
は
大
学
院
進
学
へ
の
橋
渡
し
を
担
う
も
の
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
大
学
院
は
そ
の
受
け
皿
と
し
て
ま
だ
十

分
な
体
制
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
今
後
は
大
学
院
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ざ
ま
な
仕
事
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、
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を
く
み
取
り
な
が
ら
改
革
を
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
特
に
教
員
の
意
識
改

革
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
女
子
大
学
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
等
教
育
が
お
か
れ
た
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
着
任
し
た
教
員
の
皆
さ
ん
へ
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
大
学
と
し
て
、
ま
た
学
長
で
あ
る
私
自
身

の
所
信
表
明
を
行
い
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
意
識

改
革
へ
の
機
運
を
醸
成
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

竹
安

　堀
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
、
教
員
の
意
識
改
革
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
は
私
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
学
長
に
な
っ
て
か
ら
こ
の

点
を
ど
う
変
え
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
教
員

の
意
識
改
革
を
す
る
よ
り
も
、
学
生
の
意
識
改
革
を
し
た
方
が
早

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
学
で
は
、
社

会
に
お
い
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

そ
の
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
が
少
な
い
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、２

０
２
３
年
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で
女
性
人
材
を
増
や
し
、
女
性
の
幸
福
に

資
す
る
学
び
が
で
き
る
学
部
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
７
年
に
は
農
学
系
の
学
部
を
新
設
す
る
構
想
を
進
め
て
い

ま
す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
も
農
学
系
の
学
部
も
一
定
数
が

修
士
ま
で
進
学
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
設
置
・
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
本
学
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
大

学
院
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
受
講
生
も
出
て
い
ま
す
。
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
は
大
学
院
進
学
へ
の
橋
渡
し
を
担
う
も
の
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
大
学
院
は
そ
の
受
け
皿
と
し
て
ま
だ
十

分
な
体
制
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
今
後
は
大
学
院
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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女
子
大
学
の
魅
力
発
信

選
ば
れ
る
大
学
と
な
る
に
は

大
谷

　各
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
や
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

社
会
が
変
化
し
て
い
く
中
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
女
子
大
学
に

お
け
る
さ
ら
な
る
課
題
、
あ
る
い
は
見
え
て
き
た
展
望
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
最
後
に
お
伺
い
し
た
く
思
い
ま
す
。

堀

　私
自
身
、
建
築
設
計
事
務
所
を
主
宰
し
て
い
ま
す
が
、
た
だ

一
握
り
の
建
築
家
だ
け
に
任
せ
て
い
る
と
本
当
に
良
い
街
は
つ
く

れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
目
線
で
、
自
分
が
自
信
を

持
っ
て
居
心
地
の
良
い
空
間
や
場
を
理
解
し
、
そ
れ
を
基
に
こ
う

い
う
空
間
が
使
い
や
す
い
、
こ
う
い
う
施
設
が
欲
し
い
と
い
う
要

望
を
出
し
て
も
ら
っ
た
方
が
、
街
は
必
ず
快
適
で
便
利
に
な
り
ま

す
。
私
は
本
学
の
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
そ
う
し
た
視
点
を

持
て
る
学
生
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
建
築
そ
の
も
の
に

も
っ
と
コ
ミ
ッ
ト
し
た
い
と
い
う
学
生
が
い
れ
ば
、
他
大
学
の
大

学
院
に
進
学
し
て
も
い
い
。
そ
う
し
た
選
択
肢
を
増
や
せ
る
環
境

を
提
供
す
る
の
も
わ
れ
わ
れ
の
役
目
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
女

子
大
学
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
大
学
が
積
極
的
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
絶
え
ず
改
革
を
続
け
、
そ
れ

を
効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
努
力
が
、
女
子
大
学
の

存
続
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

高
橋（
享
）
　選
ば
れ
る
大
学
で
あ
る
た
め
に
、「
本
学
な
ら
で
は
」

の
特
色
を
示
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
学
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

の
一
つ
に
独
自
の
基
盤
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ（
ソ
ア
ー
）」

が
あ
り
ま
す
。
入
学
直
後
か
ら
現
代
社
会
に
お
け
る
女
性
の
位
置 大谷 奈緒子氏
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付
け
や
課
題
の
変
化
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
と
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
の
視
点
か
ら
考
察
し
、
女
性
と
し
て
生
き
る
こ
と
の

意
味
的
変
化
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
重
要
性
に
気
付
く
よ
う
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見

据
え
て
、
人
材
育
成
方
針
「M

U
KO

G
A

W
A

 C
O

M
PA

SS

」

を
策
定
。
人
生
を
切
り
拓
く
力
を
持
っ
た
「
自
ら
考
え
、
動
く
」

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
社
会
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
女
性
の
輩
出
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

本
学
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
対

象
と
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
女
性
に
高

等
教
育
を
開
い
た
校
祖
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

を
推
進
す
る
大
学
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
様
性
の
時
代

女
子
大
学
で
学
ぶ
人
材
が

も
た
ら
す
社
会
変
化
と
は

竹
安

　最
近
感
じ
る
変
化
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
学
び
た
い

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
入
学
し
て
く
る
学
生
が
増
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
社
会
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
に
対
し
て
ま

だ
ま
だ
認
識
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦
後
、

日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
制
度
的
に
は
男
女
平
等
・
機

会
均
等
が
成
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
世
界
と
比
較
し

て
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
は
埋
ま
っ
て
い
な
い
。
男
性
の
世
界
に
女
性

を
混
ぜ
た
か
ら
と
い
っ
て
格
差
が
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で

す
。
日
本
の
女
子
大
学
は
、
そ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
格
差
是
正
措
置
）
と
し
て
存

在
し
て
い
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
男
女
の
格
差
を
埋
め
る
た
め
の

教
育
が
必
要
で
、
そ
れ
が
で
き
る
の
が
女
子
大
学
で
あ
り
、
現
状

を
考
え
れ
ば
、
ま
さ
に
女
子
大
学
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

「
平
等
（equality

）」
で
は
な
く
て
、「
公
正
（equity

）」
を
ど

う
や
っ
て
実
現
す
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
は
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
意
思
決
定
領
域
に
女
性
が
進
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
が
そ
の
点
を
認
識
し
、
実
力
を

備
え
て
社
会
に
出
て
く
れ
る
よ
う
、
京
都
女
子
大
学
で
の
教
育
を

実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
橋（
裕
）
　私
は
２
０
２
３
年
に
、
東
京
女
子
大
学
、
日
本
女
子

大
学
の
学
長
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
初
の
女
子
大
学
で
セ
ブ
ン
・

シ
ス
タ
ー
ズ
に
数
え
ら
れ
る
マ
ウ
ン
ト
ホ
リ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
視
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察
に
行
き
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
出
生
時
の
性
別
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
異
な
る
学
生
や
男
女
の
性
別
に
縛
ら
れ
な

い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
た
学
生
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
女
子
大
学
に
お
い
て
は
、「
女
子
学
生
と
は
誰

の
こ
と
な
の
か
」、
を
考
え
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
男
女
の
二
項
対
立
と
い
う
図
式
が
世
界
的
に
大
き
く
揺

ら
い
で
き
て
い
る
中
で
、
日
本
の
女
子
大
学
も
遅
か
れ
早
か
れ
そ

れ
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、

２
０
２
５
年
度
入
試
か
ら
戸
籍
や
パ
ス
ポ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る

性
別
が
男
性
で
あ
っ
て
も
、
性
自
認
が
女
性
で
あ
る
人
の
受
験
資

格
を
認
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
女
子
大

学
が
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
べ
き
な
の
か
、
共

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ブ
ン
・
シ

ス
タ
ー
ズ
の
う
ち
、
女
子
大
学
と
し
て
残
っ
て
い
る
５
校
は
志
願

者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
現

在
の
ア
メ
リ
カ
で
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
や
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
が
崩
れ
、
女
性
の
権
利
が
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
、
大
学
全
体
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
女
子
大
学
で
女
性
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
学
び
つ
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つ
、
専
門
性
を
身
に
付
け
た
い
と
い
う
学
生
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
津
田
塾
大
学
は
女
子
英
学
塾
の
時
代
か
ら
変
わ
ら
ず
、
一

人
一
人
の
顔
が
違
う
よ
う
に
、
一
人
一
人
の
個
性
を
大
切
に
す
る

学
校
だ
と
自
負
し
て
お
り
、
私
た
ち
は
今
も
そ
れ
を
と
て
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
将
来

の
希
望
も
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
で
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
に
目

を
向
け
て
い
る
学
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
女
子
大
学
で
は
、
女

性
だ
け
で
全
て
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
会
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
間
を
過
ご
し
た
経
験
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
女
子
大
学
が

そ
う
し
た
女
性
を
常
に
中
心
に
据
え
た
学
び
の
空
間
と
し
て
存
続

し
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
谷

　皆
さ
ん
の
お
話
か
ら
女
子
大
学
が
魅
力
的
な
学
び
の
場
で

あ
り
、
現
代
の
日
本
の
社
会
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
女
子
大
学
の
展

開
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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